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令和４年度愛知県茶業振興大会が開催されました 

 
園芸農産課 

 
 
本県では、毎年、県内の茶生産の振興と需要の増進を図り、茶業の発展に寄与すること

を目的として、愛知県、西尾市、豊田市、新城市、豊橋市、田原市、愛知県茶業連合会の共

催により愛知県茶業振興大会が開催されています。 

 

 

１ 愛知県茶品評会 

  茶の栽培技術を向上させるため、県内各茶

産地の新茶を一堂に集めて出来映えを競う

品評会が 2022 年７月５日（火）から６日（水）

にかけて行われました。県内の各産地から 

てん茶（抹茶の原料）を始めとした４茶種

117 点の出品がありました。今年は、平年よ

り３月上旬の気温が低く、３月中旬と４月中

下旬は気温が高くなるなど気温の変化が大

きかったにもかかわらず、出品されたお茶

の多くは品質が良く、レベルの高い品評会

となりました。 

厳正な審査の結果、１等 19 点、２等 20

点、３等 19 点の入賞が決まりました。また、

１等入賞者には、10 月 26 日（水）に県立農

業大学校において行われた表彰式で、農林

水産大臣賞を始めとする特別賞が授与され

ました。 

 

 

２ 消費拡大の取組 

  県内の多くの方にあいちの茶を知ってい

ただくため、愛知県茶業振興大会の事業と

して、県内で開催される常滑焼まつりや農

大祭などの各種イベントに、関係者が出向

いてお茶の試飲や販売などを行い、お茶の 

ＰＲをしています。 

今年度はさらに、2023 年１月に大手量販

店で県内産茶葉の展示や抹茶の石臼挽き体

験等のＰＲイベントを予定しています。 

 

審査風景 

表彰式 

イベントへの出展 
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うさぎ年にお酒の輸出もジャンプアップ！ 

 
西三河農林水産事務所 

 

 丸石醸造株式会社は 1690 年（元禄３年）の創業以来、岡崎城下で清酒を造り続けていま

す。国内のアルコール需要が年々減少する中、2011 年から海外を含む販路拡大を行ってき

ました。二兎
に と

・徳川家康・三河武士といった清酒に加え、近年は愛知県産を中心とした果

実等をフレーバーとして清酒に添加したリキュール類も製造しており、海外でも人気商品

となっています。 

 

１ 輸出拡大に向けた取組 

清酒・リキュール類の輸出に際し、輸出先

のバイヤーからは HACCP 基準に基づいた衛

生管理手法の実施や国際認証の取得が望ま

れていました。 

当社の歴史を感じる酒蔵は HACCP の基準

に達しておらず、国際認証 ISO22000(※)取

得は困難な状況でした。そこで、国の「食品

産業の輸出向け HACCP 等対応施設整備緊急

対策事業」を活用し、コンサルタントの指導

を受けつつ仕込蔵などの改修や機材の導入

を行い、HACCP 基準を満たす衛生管理及び製

造工程を確立することとしました。 

 

２ 今後の見通し 

2023 年２月に改修や機材導入を完了し、

2024 年３月までに ISO22000 認証を取得する

ことを目標としています。また、2027 年の輸

出額を 2021 年より 50％以上増加させること

を目指しています。 

2023 年はうさぎ年ですが、特に中国・香港・

台湾では二兎のラベルが「縁起がいい」との

ことで正月用に大量の注文がありました。 

事業の活用により、従業員の衛生管理意識

の向上が図られ、今後は衛生的な施設・設備

での生産により、これまで以上の輸出増加が

期待されます。 

 

※ISO22000：食品衛生管理システムである

HACCP を基礎にした食品安全規格 

二兎のラベル 

歴史を感じる酒蔵内部 

改修前／改修後 
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キャベツの競合産地の状況と品質について 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

京浜市場愛知県野菜連絡会キャベツ研究会（首都圏の青果卸売会社 12 社で構成）は、毎

年、愛知県産キャベツの入荷が本格化する 12 月初旬に、首都圏の競合産地調査と入荷物の

品質検討会を行っています。 

本年は 12 月６日（火）に産地調査が、12 月８日（木）に品質検討会が行われました。 

 

１ 競合産地調査 

愛知県産キャベツの主な競合産地は千葉県と神奈川県であり、調査は、千葉県銚子市、

神奈川県三浦市及び横須賀市を対象に行われています。毎年同じ地域を同じ時期に調査

することによって、生育や結球の進度を例年と比較するとともに、今後の入荷状況を予

測します。 

今回は例年と異なり愛知県内産地からの参加はなく、卸売会社６社及び JA あいち経済

連東日本営業所職員、愛知県東京事務所職員が参加して行われました。 

（１）千葉県 

東部地区、西部地区ともに生育は平年並の進度で遅れは見られず、葉は大きく、順

調に生育していました。これまでの高温や降雨の影響で、調査時に収穫期となっている

キャベツには黒腐病の発生が散見されましたが、年末、年明けに収穫となるものには発

生していませんでした。これらのことから、年末、年明けと潤沢な出荷が続くと見込ま

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）神奈川県 

神奈川県ではだいこん収穫後にキャベツを定植する作付体系が多い中、全体的にだ

いこんの生育遅れにより収穫されていないほ場が目立ち、例年よりも耕起あるいは

キャベツが定植されたほ場が少ないのが印象的でした。しかし、キャベツの苗は順調に

生育しており、定植が遅れすぎるとキャベツの生育に大きく影響することから、だいこ

千葉県のほ場の様子 
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んの収穫を年内に終え、定植作業が進むものと推察されました。 

定植されているキャベツの生育は順調で、目立った病害虫の発生はありませんでし

た。前進化すれば出荷がまとまる可能性があるものの、寒い時期が続くことから、今後

は山谷なく安定した出荷が続くと見込まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 品質検討会 

  卸売会社 10 社の参加により、愛知県産のほか首都圏近在産の冬系と春系、それぞれ秀

８玉の入荷物について品質検討された後、JA あいち経済連東日本営業所職員、愛知県東

京事務所職員も参加して市場情勢などの情報交換が行われました。 

（１）冬系 

愛知県内５産地※及び茨城県産の６産地につい

て検討されました。全体的に病害虫や結球の割れ

はみられず品質は良好でしたが、一部産地に対し

て外葉の多さが指摘されました。 

（２）春系 

愛知県内４産地※及び神奈川県産、千葉県産の

６産地について検討されました。冬系同様、全体

的に品質は良好でしたが、愛知県内産地で10kg規

格に対して 14kg のものについては、過重との評

価がありました。 

 

（３）総評及び情報交換 

総評における「いずれも品質は良好であり、潤沢な入荷で単価安が続いている現在

の状況を象徴している。」との言葉が印象的でした。 

情勢については「野菜全般が潤沢な中でキャベツを売る店は少なく、量販店での売

れ行きは鈍い。」と各社から報告されました。「そのため年末商戦も厳しく、値を上げ

るタイミングの見極めが重要。」という意見が多く出され、各社が愛知県産キャベツを

継続して売っていくために苦慮している様子がうかがわれました。 

神奈川県のほ場の様子 

品質検討の様子 

※産地：地域の違いのほか、出荷団体の違いを含む 

4



 

2021 年の県内卸売市場における青果物・花きの流通動向 

 
食育消費流通課 

 

１ 名古屋市中央卸売市場及び県内地方卸売市場の青果物について 

（１）2021 年の野菜及び果実取扱数量 

野菜については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は 42 万７千ｔ（2016 年比

110.1％）で、５年前と比べて３万９千ｔ増加しました（表１）。このうち、県内産野

菜は 7.4 万ｔでした。一方、県内地方卸売市場の取扱数量は10万４千ｔ（同86.0％）で、

５年前と比べて１万７千ｔ減少しました。このうち、県内産野菜は４万２千ｔでした。 

果実については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は９万９千ｔ（同 96.1％）で、

５年前と比べて４千ｔ減少しました。このうち、県内産果実は８千ｔでした。一方、県

内地方卸売市場の取扱数量は３万７千ｔ（同 82.2％）で、５年前と比べて８千ｔ減少

しました。このうち、県内産果実は１万４千ｔでした。 

（２）青果物の取扱数量における動向 

   県内地方卸売市場では、名古屋市中央卸売市場と比べ、野菜、果実ともに取扱数量

の減少率が大きくなっています。その主な要因として、小規模農家の減少や、個人農

家の販売チャンネルが多様化していることにより、地方卸売市場への出荷量が減少し

ていることが挙げられます。 

 

［単位：万ｔ］

野菜 42.7 7.4 17.3% 38.8 7.3 18.8%
果実 9.9 0.8 8.1% 10.3 1.2 11.7%
野菜 10.4 4.2 40.4% 12.1 5.1 42.1%
果実 3.7 1.4 37.8% 4.5 1.6 35.6%

2021年 2016年

名古屋市
中央

県内地方

県内産 県産ｼｪｱ全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体

 
 

２ 県内地方卸売市場の花きについて 

（１）2021年の切り花及び鉢物取扱数量 

切り花の取扱数量は２億３千３百万本（同 100.9％）で、５年前と比べて２百万本増加

しました（表２）。このうち、県内産切り花は８千４百万本でした。 

鉢物（花壇用苗物等含む）の取扱数量は６千万鉢（同96.8％）で、５年前と比べて２百

万鉢減少しました。このうち、県内産鉢物は２千３百万鉢でした。 

（２）花きの取扱数量における動向 

切り花の取扱数量は、市場全体は横ばいである一方で、県内産は減少傾向にありま

す。 

鉢物の取扱数量は、市場全体、県内産ともに減少傾向にあります。 

 

 

表１ 県内の中央卸売市場および地方卸売市場における青果物の取扱数量 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

表２ 県内の地方卸売市場における花きの取扱数量 ［単位：千万本、千万鉢］

切り花 23.3 8.4 36.1% 23.1 9.7 42.0%
鉢物 6.0 2.3 38.3% 6.2 2.5 40.3%

県内地方

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ

2021年 2016年
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首都圏における花きの販売・消費動向 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

首都圏での各種行事における花きの販売・消費動向等について、株式会社大田花きから

話を伺いましたので、概要を紹介します。 

 

１ 首都圏における各種行事の動向について 

（１）クリスマス商戦の動向 

首都圏に展開する花き小売店では、毎年クリスマスのテーマカラーを変えています。

2021 年は落ち着いたベージュ系をコンセプトとした色味に集中していましたが、2022

年は王道の赤系のバラや、白系のバラでホワイトクリスマスを打ち出している店舗も

あります。赤系や白系の花と合わせる花材としては、冬らしくするためにシルバーの葉

物や、40～60cm 程に枝を切ったヒムロスギやブルーアイス、モミノキ等、緑系と合わ

せる王道スタイルに戻ってきています。 

切り花では、赤系、白系のポインセチアや、ピンク系、白系のプリンセチアも人気

で、カラーバリエーションは増えてきています。ポインセチアやプリンセチアは、クリ

スマスの鉢物としてなじみ深いですが、切り花にすることができます。また、日持ち性

が良いのも特徴で、鉢物ではクリスマスまでとなりますが、切り花では新年まで楽しむ

ことができてオススメです。 

また、愛知県育成品種かがり弁菊は、花弁が華やかであり、プロモーション次第で

クリスマス商戦に乗ることができる可能性があります。市場からは、出荷量増加やＰＲ

をしてほしいという強い要望がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年末商戦の動向 

洋菊のディスバッドマムは高級感のある飾り付けがで

きることで人気があり、市場では活発に取引がされていま

す。赤系スパイダー咲きの「チスパ」や、「フェゴダーク」

は金色の資材と合わせることで高級感を出すことができ

ます。近年では菊離れがあるものの、ディスバッドマムは

品種開発が進むことにより、様々な咲き方の品種が増え、

消費者の多様なし好に対応できるようになりました。 

 

ヒムロスギ     ブルーアイス    プリンセチア（ピンク系、白系） 

ディスバッドマム「フェゴダーク」 
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一方、正月用の床の間飾りの花材として、雲竜梅、啓翁

桜、白梅、赤い花が綺麗なボケ（木瓜）、香りの良いロウ

バイ（蝋梅）、和風な松、千両が例年通り出ています。し

かしながら、これまではホテルのディスプレイ用など、生

け込み花として需要があり、高単価の切花長が長い上位規

格の生産が主でしたが、近年では、サブスクリプション※

（以下、サブスク）の拡大により、ホームユースとして

60cm 程の短い規格の需要が増えてきています。短い規格

は、価格は安くなりますが大量の注文があり、安定した需

要となっています。例えば、啓翁桜では例年 80cm 程の規格

が中心ですが、50cm 程の短い規格を新しく作るなどの取組があります。 

 

※ サブスクリプション：月額など定期的に料金を支払い、動画視聴などコンテンツや   

サービスを一定期間利用すること。 
 

２ 鉢物の動向について 

（１）母の日の動向 

母の日ギフト全体での市場取引量は減少傾向であり、コロナ禍で移動制限による人

流抑制があった時は一時的に増えましたが、移動制限がなくなってからは再び減少し

ています。ネット利用した販売も行う大手コンビニチェーン店では、販売に大きな影響

は見られないと思われますが、店頭販売主体の店舗では、販売数量が減ってきていま

す。また、5,000 円を超える価格帯の高級なアジサイなどから、3,000 円程の食品ギフ

トへシフトする傾向があり、母の日ギフト全体での鉢物の販路は縮小してきています。 

（２）お歳暮の動向 

お歳暮全体での市場取引量は減少傾向であり、特に大口となる企業間でのやり取り

が希薄になり販売量は減ってきています。一般消費者でもお歳暮の文化が薄くなって

きていることが要因で、販売量は減ってきています。 

 

３ 菊の消費動向について 

コロナ禍により、花の消費形態に変化がみられます。家で

楽しむホームユースとして、花のサブスクが増えてきてお

り、宅急便サイズやポストインサイズ（薄くて小さいサイズ）

があります。菊は葬儀需要のイメージが強いですが、ポスト

インサイズでは、ディスバッドマムやスプレーマムの変わっ

た品種（「ダンテレッド」、小輪のポンポン咲き「ドリア」等）

が使われています。 

また、菊需要の新規開拓として、花き小売店や量販店等、

花き業界全体で、重陽の節句（９月９日）や、いいマムの日

（11 月６日）にポスターやＳＮＳを活用してＰＲに取り組ん

でいます。 

雲竜梅 

スプレーマム 

「ドリア」 
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「あいち花マルシェ２０２２」を開催しました 

 
園芸農産課 

 
本県は、59 年連続で日本一の花の生産を誇る「花の王国」です。本県では、毎年、県民参

加型の「花と緑のイベント」を開催し、「花の王国あいち」のＰＲに取り組んでいます。 

本年度も、県民の皆様が本県の素晴らしい花を見て、触れて、購入できる「あいち花マル

シェ２０２２」を名古屋市・栄エリアで開催し、あいちの花の魅力を広くＰＲしました。 

 

１ 開催概要 

 (1) 日 時 

    2022 年 11 月 17 日（木）から 11 月 20 日（日）まで ４日間 

    各日午前 10 時から午後５時まで 

(2) 場 所 

      名古屋市・栄エリア 

     オアシス２１、久屋大通庭園フラリエ、ＮＨＫ名古屋放送センタービル 

(3) 主 催 

   あいち花マルシェ２０２２実行委員会 

      構成：愛知県、名古屋市、ＪＡグループ愛知（中央会・連合会）、愛知県花き温室

園芸組合連合会、名古屋生花小売商業協同組合、一般社団法人ＪＦＴＤ、

中日新聞社 

  

２ あいち花マルシェ２０２２の結果 

 (1) 来場者数 

    約 40,000 人 

 (2) 花マルシェ（あいちの花の販売）売上 

    約 560 万円 

 (3) 結果の概要 

    本年度は、植物から始まるサスティナブルな暮らしをテーマに、消費者が花の生産

者の想いや花を長く楽しむ方法を学び、「つくる責任・つかう責任」などのＳＤＧｓに

もつながるイベントとして、開催しました。 

    各会場には、年齢や性別に関わらず、多くの方が来場され、花の体験教室やステー

ジイベントなどを楽しみつつ、多くの「あいちの花」を購入していただきました。ま

た、「あいちの花」をふんだんに使ったメインディスプレイや生産者ディスプレイは

フォトスポットとして賑わいました。 

    来場者から、「家族で楽しめた。」「たくさんの素敵な花が販売されていて驚いた。」

「また来年も開催してほしい。」という声が多く聞かれました。 
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３ 内 容 

(1) 花マルシェ（あいちの花の販売） 

    「オアシス２１」で、県内の生産者団体や小売店等を中心に、季節のあいちの切花

や鉢物などを販売しました。 

     また、あいちの花を気軽に購入できる通販サイト「あいち花マルシェ２０２２ポッ

プアップ・ストア」を期間限定で開設し、ネット上でも販売しました。 

  
花マルシェ（あいちの花の販売） 

 

 (2) 花のディスプレイ 

    今年も世界で活躍する名古屋市出身の写真家ＨＡＳＥＯ氏によるステージ兼フォト

スポット「花のメリーゴーランド」を展示したほか、生産者団体等によるディスプレ

イ展示を行いました。 

   
       花のメリーゴーランド         生産者団体ディスプレイ 

 

 (3) 花の体験教室 

    「あいちの花」を使ったフラワーアレンジメントや寄せ植え、ワークショップ等の

体験教室を開催しました。 

  
   フラワーアレンジメント体験       カラーリングマム体験 
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 (4) あいちフラワーコンテスト 

    県内の花き生産者から切花・鉢物 270 点が出品されました。審査の後、イベント期

間中に一堂に展示し、展示終了後に販売しました。 

  

コンテストの展示 

 

 (5) ステージイベント 

    一般社団法人ＪＦＴＤのフローリストによるフラワーデザインデモンストレーショ

ンや花き関係者と名古屋モード学園の産学連携によるフラワーファッションショーな

どを開催し、会場を盛り上げました。 

  

  フラワーデザインデモンストレーション    フラワーファッションショー 

 

 (6) ジャパンカップ東海ブロック代表選考会 

一般社団法人ＪＦＴＤ主催のフラワーデザインコンテスト「ジャパンカップ」の東

海ブロック代表選考会を同時開催し、本イベントを盛り上げました。 

  

ジャパンカップ東海ブロック代表選考会 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：こまつな）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2022年実績※ ３,０５８ ２６９ ３４７ ３２１ 茨城（４７％）
(９％) 岐阜（２９％）

静岡（１０％）
2023年見通し ３，３６０ － ３１０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

関東産地では、一割程度作付面積が増え 愛知は高齢化により入荷量が減少傾向にあ
ている。１月は冷え込みが強まると予想さ るが、これからも地元産を安定供給していく
れ、生育が鈍り、低温が続く２月前半頃ま ため、作付面積と出荷量の維持を引き続きお
では落ち着いた入荷となる見込み。 願いしたい。

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。 ※2022年12月の実績が出ていないため、2021

年12月～2022年11月の数値を2022年実績とし
て標記しています。

○ 東京都中央卸売市場（品目：セルリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2022年実績※ ７，８５５ ５５３ ２６１ ２０２ 長野（４０％）
（ ７％） 静岡（２４％）

福岡（１２％）
2023年見通し ７，９００ － ２６０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

全国的に作付面積の減少傾向が続いてお 顧客に紐づけた販売を行うため、品質維持
り、愛知を含めた秋冬産地も例外でない。 と安定供給が求められる。精度の高い情報発

秋冬産地では定植時期に台風および長雨 信とあわせて取組を続けてもらいたい。
が続き、出荷開始時期の出荷量は少なかっ
たものの12月に入ると好天の影響から出荷
量は回復し、今後は順調に出てくると予想
される。青果物全般の出回りが多い中で販 ※2022年12月の実績が出ていないため、2021
売環境は苦しく、価格はしばらく軟調か。 年12月～2022年11月の数値を2022年実績とし

入荷量、価格ともに、前年並となる見込 て標記しています。
み。
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名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２８，１５７ 365 271 261 愛知 26%

2019年 ２９，７１１ 261 218 215 北海道 20%

2020年 ３０，３８６ 254 206 200 茨城 10%

2021年 ３２，３１５ 241 218 213 熊本 5%

2022年 ３０，８７７ 253 233 226 鹿児島 5%

５ ヵ 年 平 均 ３０，２８９ － － －

2023年見通し ２８，３００ － － －

2018年 １，４４２ 217 205 142 千葉 40%

2019年 １，７０４ 75 61 65 静岡 22%

2020年 １，７２１ 91 68 61 鹿児島 14%

2021年 １，６３３ 102 85 85 神奈川 8%

2022年 １，７９０ 87 71 85 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 １，６５８ 111 94 86

2023年見通し １，６５０ 80 80 80

2018年 １，５０９ 172 194 172 愛知 94%

2019年 １，８５３ 109 106 93 鹿児島 3%

2020年 １，９６５ 123 105 79 千葉 1%

2021年 ２，１６６ 133 130 102 茨城 1%

2022年 ２，１９２ 112 96 85

５ ヵ 年 平 均 １，９３７ 128 123 103

2023年見通し ２，０００ 100 100 100

に
　
ん
　
じ
　
ん

１８２

１０１

９７

１１８

９４

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、静岡、鹿児島などから入荷する。
各産地とも昨年の安値の影響で、作付面積
は減少傾向。千葉、愛知は前進傾向のた
め、１月の入荷は少なくなる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

１１５  前年及び本年の

　愛知を中心に入荷する。生育良好で、安
定した入荷を見込む。最盛期に入るため、
数量も多い見込み。大玉傾向で推移し、２
Ｌ、Ｌ中心の入荷を予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、北海道などが中心となる。だいこ
ん、キャベツ、ほうれんそうは、前進傾向
のため、１月の入荷量が減る見込み。ほう
れんそう、きゅうり、ピーマンは、冷え込
みの影響により、数量が減る予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

８０  入荷量・価格の動き

９４

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２３７

２５７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２９０

２２７

２１６

２２３

２３４

６４

６８

８８

７９

だ
　
い
　
こ
　
ん

１８３

名古 屋市中央卸 売市場
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注）

12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 １０８，２４２ 385 300 297 千葉 18%

2019年 １１５，５４８ 264 234 235 茨城 17%

2020年 １１９，５１０ 269 221 223 愛知 11%

2021年 １１３，５７１ 265 241 244 北海道 10%

2022年 １１１，６３１ 273 238 242 神奈川 5%

５ ヵ 年 平 均 １１３，７００ － － －

2023年見通し １１２，０００ － － －

2018年 ９，３２５ 222 203 157 千葉 47%

2019年 １０，９７５ 70 64 67 神奈川 44%

2020年 １１，２９０ 88 72 67 徳島 4%

2021年 １０，５９７ 103 80 88 鹿児島 1%

2022年 １０，３２８ 88 67 77 福岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １０，５０３ 111 94 89

2023年見通し １０，５００ 85 75 80

2018年 ６，０１２ 140 150 169 千葉 79%

2019年 ７，０４９ 102 114 93 埼玉 9%

2020年 ６，３７８ 143 131 119 茨城 5%

2021年 ６，７８８ 142 143 138 愛知 2%

2022年 ６，５４４ 114 105 89 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，５５４ 128 128 121

2023年見通し ６，８００ 120 115 110

２４７

９８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

３２１

２４２

２３４

２４９

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

６７

７５

９０

７６

 入荷量・価格の動き

前年主要産地（％）

２５８

２５０

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

だ
　
い
　
こ
　
ん

１９３

に
　
ん
　
じ
　
ん

１５４

１０３

１２９

１４１

１００

１２５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１５

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

　千葉、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。前月中旬以降の冷え込みによ
り、それまで潤沢だった入荷は量を減らし
た。気温低下で生育が停滞する品目が多い
ものの、不足感の出る品目は少ないか。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。

　千葉、神奈川からの入荷が中心となる。
主力の関東産地は生育順調で肥大も良好。
ピークに入っており潤沢な入荷が見込まれ
る。年末上がった相場は落ち着いた展開と
なるか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や上回る見込み。

　千葉を中心に埼玉などからの入荷とな
る。主力の千葉は一部では種時の大雨によ
る影響があるも、その後天候に恵まれ生育
順調。また、各産地とも生育順調で肥大も
良好。潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

東京都中 央卸売市場
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２，８７５ 188 166 163 茨城 52%

2019年 ３，２２２ 57 48 46 兵庫 25%

2020年 ２，８５９ 84 60 55 愛知 15%

2021年 ３，３８３ 55 53 51 三重 4%

2022年 ３，２８７ 51 53 49 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，１２５ 84 74 71

2023年見通し ３，１００ 60 60 60

2018年 ２，７２８ 258 179 143 愛知 81%

2019年 ２，７１１ 78 94 100 茨城 7%

2020年 ３，２４１ 72 57 58 三重 5%

2021年 ３，８３４ 86 87 85 滋賀 4%

2022年 ３，６４１ 67 75 79 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，２３１ 107 95 91

2023年見通し ３，４００ 75 75 75

2018年 １９６ 1,047 849 887 愛知 44%

2019年 ２６３ 504 550 544 茨城 26%

2020年 ３１０ 618 526 486 徳島 7%

2021年 ２５６ 732 680 596 群馬 7%

2022年 ２３９ 545 607 621 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ２５３ 670 628 608

2023年見通し ２３０ 600 600 600

５２３

６４９

６００

６２５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１７８

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に茨城などから入荷する。各
産地、前進傾向のため、上、中旬の入荷は
少ない予想。厳寒期に入り、生育は停滞傾
向が予想され、少ない入荷となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

９０６

５３４

は
　
く
　
さ
　
い

１７０

４９

６４

５２

５１

７５

　愛知を中心に茨城などから入荷する。愛
知は、前進出荷となっているため、１月下
旬は入荷量が少なくなる見込み。業務需要
の回復見込みはなく、相場の乱高下はない
予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年並の見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫、愛知を中心に入荷する。各
産地とも生育順調で、安定した入荷となる
見通し。量販店、漬物加工業務ともにまず
まずの動きとなり、堅調な荷動きを予想。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年を大幅に上回る見込み。

７４

９４

９２

６０

８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き７５

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古 屋市中央卸 売市場
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 １３，４３１ 146 147 153 茨城 87%

2019年 １４，１７８ 41 38 35 群馬 7%

2020年 １３，９９２ 72 57 53 兵庫 2%

2021年 １５，００４ 37 37 36 埼玉 2%

2022年 １３，９０１ 39 41 37 和歌山 1%

５ ヵ 年 平 均 １４，１０１ 66 63 62

2023年見通し １４，０００ 45 40 35

2018年 １１，８２１ 248 192 171 愛知 64%

2019年 １２，８０５ 90 100 106 千葉 21%

2020年 １５，３８２ 83 65 61 神奈川 8%

2021年 １２，８８７ 103 98 98 茨城 4%

2022年 １５，００６ 74 77 84 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，５８０ 115 103 101

2023年見通し １４，５００ 85 75 65

2018年 １，１６４ 1,045 718 769 群馬 36%

2019年 １，３１９ 589 545 495 茨城 33%

2020年 １，５６４ 689 485 476 埼玉 11%

2021年 １，４０９ 708 588 563 千葉 8%

2022年 １，２８２ 617 600 577 栃木 6%

５ ヵ 年 平 均 １，３４８ 721 580 568

2023年見通し １，２５０ 610 580 490

 前年及び本年の

 前年及び本年の

キ
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ベ
　
ツ

１９８

１００

６８

９９

７９

１０５

７５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

４０

は
　
く
　
さ
　
い

１４９

３７

６０

３７

３９

６３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

５６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

５２７

６１０

８１５

５３５

 入荷量・価格の動き

５９５

　茨城を中心に群馬などからの入荷とな
る。主力の茨城は、冷え込みはあるものの
生育順調で肥大も良好。鍋需要があるもの
の出回りは潤沢で相場展開は厳しく、ここ
数年同様の安値となるか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに上回る見込み。

　愛知を中心に千葉、神奈川などからの入
荷となる。定期的な降雨に恵まれた時期が
あった一方、干ばつ傾向が続き、冷え込み
もあって落ち着いた出方となるか。作付け
量は十分で、出回りに不足はない見込み。
　入荷量、単価ともに前年をやや下回る見
込み。

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。11月の気温が高めに推移したこ
とで生育は前進していたものの、12月中旬
以降は冷え込みで生育停滞。前進化の影響
で前半は少なめの出方も後半は回復か。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

６０９

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ８４４ 557 523 460 大分 26%

2019年 ９６９ 466 371 306 静岡 18%

2020年 １，０４４ 434 360 295 群馬 13%

2021年 ８５４ 582 518 410 長野 11%

2022年 ９９０ 461 353 335 愛知 7%

５ ヵ 年 平 均 ９４０ 495 419 356

2023年見通し １，０００ 400 400 400

2018年 １，１３６ 646 393 339 兵庫 27%

2019年 １，４６５ 251 250 235 静岡 18%

2020年 １，６３６ 232 211 225 愛知 17%

2021年 １，３６９ 243 229 262 熊本 15%

2022年 １，３８５ 279 255 289 長崎 11%

５ ヵ 年 平 均 １，３９８ 315 261 266

2023年見通し １，３００ 270 270 270

2018年 １，１９８ 414 426 432 愛知 59%

2019年 １，３１２ 442 398 395 宮崎 16%

2020年 １，１８４ 529 444 592 鹿児島 14%

2021年 １，２３５ 344 353 381 高知 11%

2022年 １，１５７ 324 328 423

５ ヵ 年 平 均 １，２１７ 411 390 443

2023年見通し １，２００ 380 380 380

４９８

３６２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

４２４

４１０

５２２

３６０

３６１

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、鹿児島などから入荷
する。年始は安定した入荷で、中旬以降は
落ち着いた入荷を予想。中～下旬に向け
て、節分と、冷え込みによる入荷量減少か
ら、高値になる見込み。
　入荷量、価格ともに前年をやや上回る見
込み。

４１５

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、静岡、愛知などから入荷する。各
産地、生育は良好で平年並の出荷を見込
む。Ｌ中心の入荷見込み。厳寒期で消費は
活発ではないが、面積が減少傾向にあるた
め、堅調な販売を予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。
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タ
　
　
ス

４４６

２４４

２２０

２４７

２７２

２７７

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、静岡、群馬などから入荷する。各
産地、天候の影響も少なく、順調な出荷を
予想。越津ねぎは、ピークを迎え、順調な
入荷を予想。白ねぎは出揃い、下旬頃に増
加し、ピークとなる見込み。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり上
回る見通し。
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ４，９４０ 498 389 409 千葉 28%

2019年 ５，５７８ 386 317 274 茨城 20%

2020年 ５，８３１ 368 242 215 埼玉 19%

2021年 ４，９３５ 538 442 425 群馬 12%

2022年 ５，４４７ 410 287 258 栃木 9%

５ ヵ 年 平 均 ５，３４６ 436 331 311

2023年見通し ５，６００ 340 320 300

2018年 ５，１４４ 681 400 330 静岡 33%

2019年 ６，９４５ 247 245 230 長崎 17%

2020年 ７，４０９ 218 199 210 香川 12%

2021年 ５，９９６ 229 216 250 兵庫 8%

2022年 ５，９８４ 284 254 289 福岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，２９６ 315 256 257

2023年見通し ５，７００ 290 290 290

2018年 ４，７２０ 432 478 475 宮崎 43%

2019年 ４，５５３ 518 439 425 千葉 18%

2020年 ４，０６２ 647 504 674 高知 15%

2021年 ４，７１１ 364 394 406 茨城 8%

2022年 ４，６１１ 331 345 436 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，５３１ 453 430 478

2023年見通し ４，４００ 540 410 490

品
目
名

　千葉、茨城、埼玉など関東産地からの入
荷が中心となる。千葉など一部産地は生育
が前進傾向。他の産地は生育順調。いずれ
も肥大良好で太物比率が高く、冷え込みが
あっても十分量が出回る見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
安値だった前年をやや上回る見込み。

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２７４

２７２

２４０

２９０  入荷量・価格の動き
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４２４

３１８

 前年及び本年の

４８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２３３

き
　
ゅ

　
う
　
り

４６２

４５８

６０７

３８９

３７４

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、長崎、香川からの入荷が中心とな
る。各産地とも気温高により生育は前進傾
向であったものの、12月中旬以降の冷え込
みにより生育は停滞。前倒し出荷の影響で
端境となり強めの相場となるか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

　宮崎、千葉、高知からの入荷が中心とな
る。冷え込みにより一部産地では生育遅れ
がみられるも、全体的にはおおむね生育順
調。着果は良好で入荷に不足はない見込
み。月末は恵方巻き需要で相場上昇か。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年を大幅に上回る見込み。
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ３９０ 452 441 444 熊本 58%

2019年 ４００ 375 384 422 愛知 38%

2020年 ４１５ 388 390 451 高知 4%

2021年 ３６７ 356 385 442

2022年 ３９９ 343 359 402

５ ヵ 年 平 均 ３９４ 383 392 432

2023年見通し ３９０ 350 360 400

2018年 １，１８６ 423 347 297 熊本 48%

2019年 １，１０４ 237 258 282 愛知 22%

2020年 １，０６５ 252 283 320 三重 15%

2021年 １，２６７ 261 254 220 岐阜 12%

2022年 ９９６ 289 268 287 大分 3%

５ ヵ 年 平 均 １，１２４ 294 282 279

2023年見通し １，１００ 260 280 280

2018年 ３８９ 730 767 787 熊本 73%

2019年 ５００ 509 569 659 愛知 22%

2020年 ４６３ 464 581 694 和歌山 3%

2021年 ５３９ 449 551 548 宮崎 2%

2022年 ５８９ 532 539 567

５ ヵ 年 平 均 ４９６ 528 591 640

2023年見通し ５９０ 500 550 600

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。順調な入
荷を見込む。増量傾向で、大玉中心の入荷
となる予想。作付面積は、年々増加傾向の
ため、総入荷は前年より多い見込み。燃料
費等の高騰による暖房の節減により、出荷
量が伸び悩む恐れ。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。
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５１３

５４６

５８３

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、三重、岐阜が中心となる。
安定した入荷を見込み、中旬以降は若干減
少予想。愛知、熊本ともに、玉は肥大化傾
向にあり、箱数は伸びてきいるため、小玉
の引き合いが強くなるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。
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２４２
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２８３

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。上旬は正
月明けで数量もまとまるが、中旬以降は厳
寒期で出荷量も少ない見込み。熊本はＬ・
Ｍの小玉が中心の入荷を予想。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２，１３０ 431 475 476 高知 66%

2019年 １，９７４ 405 441 512 福岡 15%

2020年 ２，０３２ 413 447 539 熊本 12%

2021年 １，９６６ 409 470 499 佐賀 3%

2022年 ２，１５９ 354 404 442 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０５２ 402 447 493

2023年見通し ２，１００ 420 430 470

2018年 ５，６９２ 465 391 337 熊本 41%

2019年 ５，７６７ 294 308 337 栃木 20%

2020年 ５，２４３ 312 327 373 愛知 14%

2021年 ５，９３７ 314 310 277 静岡 5%

2022年 ５，２１５ 356 327 340 千葉 4%

５ ヵ 年 平 均 ５，５７１ 348 333 332

2023年見通し ５，４００ 370 320 300

2018年 １，６１５ 706 724 746 熊本 45%

2019年 １，８８５ 481 538 652 愛知 16%

2020年 １，７７６ 473 566 681 千葉 13%

2021年 １，９７９ 466 529 521 宮崎 9%

2022年 １，９７６ 560 530 595 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，８４６ 533 572 634

2023年見通し １，９００ 540 570 630

　熊本、愛知、千葉などからの入荷とな
る。主力の熊本を始め各産地とも生育は順
調で着果も良好。大きな山谷なく安定した
入荷が続き、不足感はない見込み。重油高
の影響で量を減らす懸念はある。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

　熊本、栃木、愛知からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育はおおむね順調。主力
の熊本は前年のような病害多発はない。気
温低下により着色が遅いため大きな増量は
ないものの出回りに不足はない見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

４６０

４５３

４６３

４５９

４０４

４４７

　高知、福岡、熊本などからの入荷が中心
となる。気温低下の影響で生育は緩慢も樹
勢に大きな問題はない。着花、着果は安定
しており、順次出てくると予想されるも、
冷え込み次第で入荷を大きく減らすか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安値だった前年をかなり上回る見込み。

３３９

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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３９７

３１４

３３６

２９９

３３７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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５０５

５６０

５７８

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

５８０
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ４０８ 598 687 731 鹿児島 62%

2019年 ３４９ 569 667 694 宮崎 27%

2020年 ３６１ 567 607 794 高知 10%

2021年 ４１１ 442 584 643 沖縄 1%

2022年 ３９５ 398 475 601

５ ヵ 年 平 均 ３８５ 513 603 691

2023年見通し ４００ 450 550 600

2018年 ２，６１４ 102 122 133 北海道 59%

2019年 ２，５５３ 116 119 121 鹿児島 20%

2020年 ２，８６４ 88 84 74 長崎 20%

2021年 ２，６０５ 158 207 227 0 0%

2022年 ２，３８８ 230 254 248

５ ヵ 年 平 均 ２，６０５ 136 154 158

2023年見通し ２，６００ 125 125 125

2018年 ５，１４６ 101 95 96 北海道 92%

2019年 ４，９９２ 138 115 126 静岡 5%

2020年 ４，４６９ 80 84 83

2021年 ５，８１７ 82 88 86

2022年 ４，８４５ 172 193 149

５ ヵ 年 平 均 ５，０５４ 114 114 107

2023年見通し ５，０００ 110 110 110

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道主体で静岡からも一部入荷する。
北海道は、貯蔵物のため安定した入荷。Ｌ
大中心の流れを予想。静岡は、生育順調
で、平年作の見込み。Ｌ中心の予想。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９６

１２２

８２

８５

１６５

１０９

 前年及び本年の

１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に鹿児島、長崎から入荷す
る。北海道は、計画出荷で安定した入荷を
見込み、Ｌ中心。鹿児島は、生育回復しつ
つあり、１月上旬より男爵の出荷を開始。
長崎は、昨年より多いが小玉傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２３

１２０

８１

２０５

２４７

１５２

 前年及び本年の

５３３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知から入荷する。冷え
込みの影響から、年明けまで数量はある
が、その後減少し、下旬まで数量は少な
く、中、下旬は単価高となる見込み。
　入荷量は前年並、価格は安値だった前年
をかなり上回る見込み。
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５５３

４８４
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12月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 １，３８０ 657 751 766 宮崎 51%

2019年 １，３１５ 633 730 754 高知 19%

2020年 １，３４８ 617 655 835 鹿児島 17%

2021年 １，６０３ 493 610 686 茨城 11%

2022年 １，６５６ 415 513 657 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 １，４６０ 554 645 734

2023年見通し １，５００ 640 660 680

2018年 ７，３９０ 117 123 125 北海道 67%

2019年 ７，６２６ 124 118 115 鹿児島 19%

2020年 ８，３０７ 89 87 85 長崎 14%

2021年 ６，９３２ 166 199 217

2022年 ６，３０５ 233 242 243

５ ヵ 年 平 均 ７，３１２ 141 149 152

2023年見通し ７，０００ 150 150 150

2018年 ９，５２０ 101 103 115 北海道 84%

2019年 ８，１７９ 132 140 153 静岡 10%

2020年 ８，１２６ 93 96 94 中国 6%

2021年 ９，４７４ 91 96 94

2022年 ７，９７７ 191 187 193

５ ヵ 年 平 均 ８，６５５ 120 123 128

2023年見通し ８，３００ 110 115 120

　宮崎を中心に、高知、鹿児島などからの
入荷となる。一部産地では気温低下により
生育が遅延傾向。他の産地は生育に問題は
ないものの、低温のため肥大が緩慢で大き
な増量は見込めず、相場は堅調か。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

７２８

７１４

７０３

６０４

５４０

６５１  前年及び本年の

６６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道と九州からの入荷となる。貯蔵か
ら入荷する北海道は、2021年産のような不
作ではないものの歩留まりが悪い。鹿児島
は生育、肥大とも順調も、長崎は干ばつで
小玉傾向。総じて入荷は多くない見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２３

１１８

８７

１９９

２４１

１４９

１５０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１０７

１４４

９５

９４

１９０

１２４  前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に静岡などからの入荷とな
る。貯蔵からの入荷となる北海道は、量は
多くはないものの順調に入荷される見込
み。静岡も平年並の入荷を見込む。総じて
出回りに不足はないか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高騰
した前年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１１月１７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ６，９９９ 482 427 400 静岡 26%

2019年 ７，９８８ 402 367 385 青森 15%

2020年 ７，３４４ 462 339 382 フィリピン 14%

2021年 ８，２０４ 426 366 374 愛知 11%

2022年 ７，６１６ 491 408 412 愛媛 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，６３０ － － －

2023年見通し ８，２００ － － －

2018年 １，８３３ 425 425 360 静岡 66%

2019年 ２，６８１ 282 281 296 愛知 16%

2020年 ２，３４５ 324 301 272 和歌山 6%

2021年 ２，９５４ 258 230 241 熊本 5%

2022年 ２，９７４ 285 277 276 広島 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，５５７ 305 293 283

2023年見通し ２，９００ 270 260 250

2018年 ５９８ 1,704 1,494 1,421 愛知 51%

2019年 ６３５ 1,493 1,430 1,481 熊本 31%

2020年 ５０８ 1,918 1,670 1,644 鹿児島 7%

2021年 ６８７ 1,570 1,431 1,411 佐賀 4%

2022年 ４５９ 2,176 1,912 1,891 福岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ５７７ 1,738 1,562 1,546

2023年見通し ６００ 1,600 1,500 1,400

前年主要産地（％）
品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

３９４

４１６

３８２

４２４

４１０  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  いちご、みかん、りんごなどが主な品目
となる。りんごは、長野産の出荷が年内で
終了し、市場滞留物が残る予想。また、青
森産は、輸出の締切も終わり、国内向け出
荷が増える見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

４４０

み
　
　
か
　
　
ん

４０１

２８５

２８９

２４１

２７７

２９０  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に愛知などからも入荷する。
静岡は青島中心の販売となり、前年よりは
多い見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，５４０

１，４４０

１，７３７

１，４６９

１，９８７

１，６０７  前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。12月上旬
の天候次第だが、昨年と異なり、入荷に大
きな谷はない見込み。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ３１，１００ 610 481 476 静岡 19%

2019年 ３４，６３８ 516 423 446 愛媛 16%

2020年 ３３，２５７ 545 430 435 青森 14%

2021年 ３５，６６２ 516 423 432 和歌山 8%

2022年 ３２，８１１ 611 486 481 熊本 7%

５ ヵ 年 平 均 ３３，４９４ － － －

2023年見通し ３４，０００ － － －

2018年 １０，９４０ 379 382 369 静岡 42%

2019年 １３，５２４ 286 292 318 長崎 14%

2020年 １３，９９１ 279 277 274 和歌山 12%

2021年 １４，５７５ 248 249 258 愛媛 11%

2022年 １３，７６５ 276 276 285 熊本 9%

５ ヵ 年 平 均 １３，３５９ 289 291 297

2023年見通し １４，１００ 270 275 280

2018年 ３，７８０ 1,702 1,517 1,436 栃木 49%

2019年 ３，８３９ 1,499 1,420 1,490 福岡 16%

2020年 ３，０００ 1,975 1,739 1,692 茨城 11%

2021年 ４，３９０ 1,531 1,431 1,460 静岡 7%

2022年 ３，５５１ 2,033 1,791 1,727 佐賀 6%

５ ヵ 年 平 均 ３，７１２ 1,727 1,565 1,550

2023年見通し ３，８００ 1,800 1,750 1,700

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

５０７

４５３

４５７

４４８

５０７

４６５  前年及び本年の

４９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  みかんを中心にいちご、りんごなどが入荷
する。柑橘類では熊本の無加温不知火の入荷
が始まるも「デコポン」の割合は平年よりも
少ないか。りんごは青森が中心で、降雨の影
響で大玉傾向の見込み。
  入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
わずかに下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３７７

３０１

２７６

２５２

２７９

２９３  前年及び本年の

２７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡の「青島」を中心に長崎、和歌山など
から入荷する。年内の天候が良かったことか
ら各産地生育は順調で、入荷量は前年を上回
り、Ｌサイズが中心となる見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は前
年並となる見込み。

い
　
ち
　
ご

１，５４９

１，４７３

１，７９９

１，４７４

１，８３３

１，６１０  前年及び本年の

１，７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などから入荷す
る。栃木は生育順調で１月上旬から２番果が
出始める。福岡も生育順調で１月中旬から２
番果が出始める。全体では１番果、２番果が
連続し安定した入荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月２８日現在）

2018年 １，５７６ ５３

実 2019年 １，６６６ ５４

2020年 １，４８５ ５３

績 2021年 １，２２２ ３３

2022年 １，１１１ ５５

１，４１２ ５０

１，２００ ５０

概
　
要

2,018 ６１４ ３５

実 2,019 ６８４ ４０

2,020 ８１３ ３０

績 2,021 ５４２ ３２

2,022 ６４１ ２７

６５９ ３３

６５０ ３０

概
　
要

2,018 ７４６ ４５

実 2,019 ８６４ ４６

2,020 ８７４ ４１

績 2,021 ７３５ ３５

2,022 ７６４ ５０

７９７ ４３

７７０ ５０

概
　
要

2,018 １７４ ７０

実 2,019 １６７ ５７

2,020 １４８ ８２

績 2,021 １１８ ７６

2,022 １２３ １０６

１４６ ７７

１２０ １００

概
　
要

2023年見通し

　高知、和歌山、熊本からの入荷となる。11～12月中旬まで気温高で推移したことにより
かなり前進傾向となっている。気温が低めに経過すれば少な目の入荷となる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心に入荷。上旬の入荷量は少なめに推移するが、中旬以降は安定した入荷が見込
まれる。

５ヵ年平均

2023年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知中心に入荷。若干の遅れはあるが、ダラダラとした出荷となり、輸入は例年並の入
荷が見込まれる。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心に入荷。上旬は少なめ、中旬以降増えてはくるが、例年よりも少ない入荷とな

る見込み。業務中心の動きとなりそう。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2023年見通し

５ヵ年平均

2023年見通し

単位：千本、円／本
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2,017 ２３３ ２１７

実 2,018 ２０９ ３２６

2,019 ２３５ １８０

績 2,020 １２２ ２８２

2,021 １６９ １７９

１９４ ２３３

１８０ １８０

概
　
要

2,018 ３９４ ８４

実 2,019 ４４９ ７２

2,020 ４６９ ８１

績 2,021 ２７４ ７８

2,022 ２６３ １１０

３７０ ８３

２７０ １００

概
　
要

2,018 ６２０ ６５

実 2,019 ５２４ ７６

2,020 ５２０ ８３

績 2,021 ４１０ ７８

2,022 ４６２ ９９

５０７ ７９

４６０ ９０

概
　
要

2,018 １，２２６ ４８

実 2,019 １，１８７ ４８

2,020 １，１７０ ５１

績 2,021 ８１２ ５１

2,022 １，１１０ ５４

１，１０１ ５０

１，１００ ５０

概
　
要

2023年見通し

　年明けは燃油の高騰から促成花木の出荷は少ない見込みだが、旧正月向けの輸出需要は
旺盛。ガマヅミ、アカシア類の無加温物は順調な入荷予定。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2023年見通し

　高知、徳島、愛知、静岡等の国産物や輸入物が入荷する。デンファレのタイ産は、入荷
少なめに推移するが徐々に増加する。オンシジュームは船便のため、入荷が安定せず、カ
トレアは例年並の見込みだが、寒暖厳しく入荷に偏りがでそう。コチョウランの輸入物は
諸々のコスト高によりあまり多くは望めない。シンピジウムは厳寒で遅れが出ており、例
年を超える入荷が見込まれる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2023年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷。年明け直ぐに成人の日があり、需要が見込ま
れるが寒さで入荷は少ない見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2022年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉、愛知から、鉄砲ユリは高知、鹿児島から、LAは埼
玉、高知中心に入荷する。１２月下旬の低温、降雪により年末見込分がずれているものも
あり、１月上旬は多くなるだろうが、その後は落ち着いた入荷となりそう。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月２６日現在）

2018年 １２，４７５ １９１

実 2019年 １２，９２１ １７２

2020年 ９，５５３ ２０８

績 2021年 ９，４８８ １７６

2022年 ９，８２２ ２８０

１０，８５２ ２０５

７，５００ ２４７

概
　
要

2018年 ４３４，８００ ８０

実 2019年 ３９０，４００ ９５

2020年 ４３７，７０５ ８８

績 2021年 ２９０，７５３ １０４

2022年 ３５７，６７６ ９６

３８２，２６７ ９３

３５０，０００ ９７

概
　
要

2018年 ３１，７００ ２２４

実 2019年 ３６，５８８ ２０７

2020年 ３４，８４５ ２０９

績 2021年 ３６，８００ ２０８

2022年 ３９，６９２ ２３３

３５，９２５ ２１６

３９，０００ ２３６

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。中心品目のジュリアン、ポリアンともに作付け減及び昨夏の
天候不順の影響が出ている状況である。１月中旬以降は前年並の入荷量と思われる、暖か
い日が続けば価格も安定するが総じて安価で推移する見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（38.5％）、２位埼玉
（15.9％）、３位栃木（8.9％）となっている。

５ヵ年平均

2023年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は前年並か。関東は４～５号、愛知は４号サイズが中心で、その他のサイズは
年々減少傾向。価格は他同様に輸送コスト等高騰している為、全体に値上げ傾向にある。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（26.1％）、２位富山
（17.4％）、３位埼玉（16.6％）となっている。

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は前年より減少か。全国的な生産減から入荷量も少なくなる見込み。品種として
はジャノメエリカ、スズランエリカで3.5号から４号が中心となる。2022年度止市から2023
年度初市にかけての期間が長く、年初来１週間ほどは好市況が期待できる反面、冷え込み
の厳しさが増す月末に向けて徐々に軟調となっていく見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位②新潟（30.2％）、２位山
梨（27.4％）、３位静岡（16.6％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2023年見通し

５ヵ年平均

2023年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2018年 ４２，７４５ ２４９

実 2019年 ４４，４２０ ２７９

2020年 ３８，４７０ ２８０

績 2021年 ３４，９６７ ２８６

2022年 ３８，２１３ ２９０

３９，７６３ ２７７

３８，０００ ２８９

概
　
要

2018年 ３３，４２６ １９９

実 2019年 ３７，４２３ １９８

2020年 ３０，７５９ ２１７

績 2021年 ３０，７５９ ２１７

2022年 ３９，１３９ ２４０

３４，３０１ ２１４

３９，０００ ２４１

概
　
要

2018年 ２０，２６７ ５８４

実 2019年 １９，０４２ ６５１

2020年 １４，７１３ ６６５

績 2021年 １３，０８５ ６１７

2022年 １１，８８２ ７０９

１５，７９８ ６４５

１２，０００ ６３０

概
　
要

2023年見通し

　入荷量は前年並で、４号・５号中心の入荷となる。価格は中盤以降低迷が予想される。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（33.9％）、２位岐阜
（16.1％）、３位静岡（15.9％）となっている。

2023年見通し

　入荷量は前年並か。昨年は開花遅れにより年内出荷ができず年明けからの出荷となった
が、今年は年内より順調に出荷できている。５～６号は埼玉・栃木・茨城・東北産地、４
号は愛知・三重・岐阜・埼玉を中心に入荷する。価格面においては前年と大きく変わらな
い見込みだが、年々成人式需要が減少傾向のため競売次第で変動する。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（29.1％）、２位愛知
（14.4％）、３位茨城（13.0％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2023年見通し

　入荷量は前年並か。開花待ちからの年明け出荷で増える商品もあるが、切れ間や作付け
自体を減らしている状況。使いやすさから小鉢サイズ、作付けの少ない大鉢などはある程
度の引き合いが期待できるかと思われる。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（40.7％）、２位岡山
（24.1％）、３位高知（14.2％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
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ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヵ年平均
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あいち農産物生産流通レポート №595

２０２３年１月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


